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応急手当を取り巻く現状

東京消防庁 救急部

小泉 明
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救急出場件数及び現場到着時間の推移

出場件数（件） 現場到着時間（分）

到着までの時間は１分１２秒伸びています



救急隊数 251隊
一日平均 2,124件
出場頻度 41秒に1回

東京消防庁の救急隊

救急活動の現況（平成28年）



救急隊到着までの応急手当の重要性

バイスタンダー
が実施

バイスタンダーは未実施で

救急隊が実施



177,332
353,925

547,486

777,566

999,803

1,210,308
1,397,125

1,596,121 
1,800,310 

2,003,392 
2,202,610 

2,398,285 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

救命講習受講者数の推移

(人)

約240万人が応急手当の知識を習得



発生場所
搬送人員

心停止
目撃

応急手当（胸骨圧迫・
人工呼吸・除細動）

a b c 実施率（c/b）

住宅 8,575 2,874 825 28.7%

事業所等 2,747 1,450 980 67.6%

その他の場所 1,028 497 202 40.7%

総計 12,350 4,821 2,007 41.6%

住宅

69％

(8,572人)

事業所等

22％

(2,747人)

その他の場所

8％

（1,078人）

発生場所別の心停止発生割合

心停止傷病者発生場所別の応急手当実施状況等
（平成２８年中：東京消防庁）

心停止傷病者発生場所別の応急手当実施状況等
（平成２８年中：東京消防庁）



事業所等⇒多くの人が集まる
応急手当を知っている

⇒誰かが手を差し伸べてくれる可能性

自 宅⇒自分だけ（少人数）
大切な人であるが故の動揺

⇒自分が手を差し伸べる必要性

★応急手当の知識（救命講習受講）
★勇気をもって手を出すことが重要


